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輝
か
し
い
平
成
26
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
会
員
と
そ
の

家
族
の
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
業
務
運
営
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
会
は
、
共
済
事
業
等
を
行
う
組
織
で
あ
る

財
団
法
人
と
し
て
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
、
公
益
法
人

の
認
可
を
受
け
、
そ
の
後
、
公
益
法
人
改
革
に
よ
り
、

平
成
25
年
４
月
１
日
に一般
財
団
法
人
に
移
行
い
た
し
ま

し
て
、
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
逐
次
事
業
内
容
の
充
実
を
図
り
、
在
職
中

は
も
と
よ
り
、
退
職
後
も
安
心
し
て
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
医
療
給
付
事
業
な
ど
、
互
助
会
設
立
趣
旨
に
沿
っ

て
事
業
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
自
治
体
の
職
員
数
の
減
少

や
地
方
公
務
員
の
給
与
の
減
額
な
ど
、
本
会
の
財
政
や

事
業
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
も
多
く
、
公
務
員

の
福
利
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
本
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
充
分
認
識
し
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、

本
会
の
円
滑
か
つ
適
切
な
事
業
運
営
に
努
め
、
会
員
と

そ
の
家
族
の
皆
様
の
福
利
厚
生
事
業
発
展
の
た
め
、
最

善
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

何
卒
、
皆
様
方
の一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
こ
こ
ろ
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

﹇
会
　
長
﹈ 

稲
本 

隆
壽 （
内
子
町
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

大
城   

一
郎 （
八
幡
浜
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

武
田 

誠
一
郎 （
今
治
市
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

髙
須
賀 

功 （
東
温
市
長
）

﹇
理
　
事
﹈ 

和
田 

雅
志 （
久
万
高
原
町
職
員
）

﹇
理
　
事
﹈ 

二
宮 

洋
之 （
鬼
北
町
職
員
）

﹇
監
　
事
﹈ 

甲
岡 

秀
文 （
鬼
北
町
長
）

﹇
監
　
事
﹈ 

志
賀 

 

仁
士 （
今
治
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

石
川 

勝
行 （
新
居
浜
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

青
野 

勝 （
西
条
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

清
水 

裕 （
大
洲
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

池
田 

正
司 （
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

村
上 

一 

郎 （
大
洲
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

清
家 

新
生 （
宇
和
島
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
田 

裕
久 （
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
中 

修 （
元
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

桝
田
　 

與
一  

愛
媛
県
市
町
村
職
員

 
 

   

年
金
者
連
盟
会
長

﹇
評
議
員
﹈ 

山
内 

定
樹    

愛
媛
県
市
町
村
職
員

 
 

   

共
済
組
合
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
職
員
一同

新
年
明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
の

　
ご
あ
い
さ
つ

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会　

長　

稲・・

本・・

隆・・

壽

賀賀賀賀賀賀
正正正正正正
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カナダ

１班

菊
　
池
　
邦
　
子

青
　
児

西
予
市

カナダ/職員研修事業１班

職
員
研
修
事
業

参
加
者
感
想
文

平成25年度

　

と
こ
と
ん
ラ
ッ
キ
ー
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
諸
先
輩
が
要
望
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
お
蔭
で
、
退
職
後
に
、
こ
の

研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
。
参
加
者
が
こ
の
制
度
を
利
用
で
き

た
方
ば
か
り
の
六
組
ペ
ア
と
い
う
少
人

数
で
も
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
に
終

始
和
や
か
に
研
修
で
き
た
こ
と
。

　

ま
ず
、
成
田
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ま

で
９
時
間
、
市
内
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

カ
ラ
フ
ル
な
野
菜
や
果
物
が
山
と
積
ま

れ
、
そ
の
色
の
鮮
や
か
さ
と
、
ビ
ッ
グ

さ
に
び
っ
く
り
す
る
。
何
も
か
も
が

で
っ
か
い
。
食
べ
ら
れ
る
ホ
オ
ズ
キ
が

あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
街
中
の
店

先
の
籠
に
溢
れ
ん
ば
か
り
の
花
々
が
咲

研修先等 研修期間 参加者数等 備考
カナダ
1班

  6月28日（金）～
  7月  4日（木）

１2名（最少催行人数を下回ったが退職後
１年未満者が多いので催行した。）

応募班変更希望
者を含む。

スイス・イタリア
2班

  8月29日（木）～
  9月  5日（木） 34名

北海道
3班

10月  1日（火）～
10月  5日（土）

１３名（最少催行人数を下回ったが退職後
１年未満者が多いので催行した。）

応募班変更希望
者を含む。

ニュージーランド
4班

11月  2日（土）～
11月  9日（土）

応募者数最少催行人数を下回ったので
催行取り止め。

屋久島・沖縄等
5班

11月12日（火）～
11月16日（土）

応募者数最少催行人数を下回ったので
催行取り止め。

カナダは１２人、スイス・イタリア３４人、北海道１３人、で催行
ニュージーランド、屋久島・沖縄等は中止
　第28回目を迎えた平成25年度の職員研修事業は、研修地を、カナダ、スイス・イタリア、北海道、ニュージー
ランド、屋久島・沖縄等として、合計５班200人を募集した結果、下表のとおり実施しました。
　年々参加者が減少するなか、職員研修事業にご参加いただきご協力いただきました方 に々はお礼申し上
げます。なお、参加者の方からお寄せいただいた感想文を掲載しております。

◀◀◀ 平成２５年度・第２８回職員研修事業実施状況 ▶▶▶

第28回職員研修事業
カナダは１２人、スイス・イタリア３４人、北海道１３人、で催行カナダは１２人、スイス・イタリア３４人、北海道１３人、で催行

　第28回目を迎えた平成25年度の職員研修事業は、研修地を、カナダ、スイス・イタリア、北海道、ニュージー　第28回目を迎えた平成25年度の職員研修事業は、研修地を、カナダ、スイス・イタリア、北海道、ニュージー　第28回目を迎えた平成25年度の職員研修事業は、研修地を、カナダ、スイス・イタリア、北海道、ニュージー　第28回目を迎えた平成25年度の職員研修事業は、研修地を、カナダ、スイス・イタリア、北海道、ニュージー

第28回職員研修事業第28回職員研修事業第28回職員研修事業第28回職員研修事業第28回職員研修事業第28回職員研修事業平成25年度
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き
、
給
水
は
、
車
か
ら
長
い
ホ
ー
ス

（
ジ
ョ
ロ
）
で
行
っ
て
い
る
。
軒
か
ら

直
接
注
ぎ
こ
む
店
も
あ
っ
た
。
美
し
い

は
ず
だ
。手
入
れ
が
い
き
届
い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
路
上
に
は
、
タ
ク
シ
ー
の

列
、
な
ん
と
す
べ
て
日
本
車
。
黒
、
白
、

ブ
ル
ー
、
緑
、
黄
色
あ
り
、
カ
ラ
フ
ル

な
日
本
車
が
ズ
ラ
ー
と
駐
車
し
て
い
る

様
は
壮
観
。
日
本
車
は
性
能
が
良
く
一

番
人
気
ら
し
い
。

　

２
日
目
は
、カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー

の
レ
イ
ク
・
ル
イ
ー
ズ
へ
。
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
あ
る
ホ
テ
ル
で
の
ひ
と
と

き
、「
ブ
ル
ー
・
シ
ャ
ト
ウ
」
の
名
曲
は

こ
こ
で
書
き
あ
が
っ
た
ら
し
い
。
何
億

年
前
の
ジ
オ（
断
層
）に
囲
ま
れ
た
森
と

氷
河
と
湖
、
つ
い
で
に
リ
ス
も
出
て
き

た
。
夕
食
時
に
は
大
雨
、
大
風
、
雷
ま

で
鳴
り
賑
や
か
に
私
達
の
訪
問
を
祝
っ

て
く
れ
た
。
大
人
気
の
極
上
ホ
テ
ル
で

の
ワ
イ
ン
は
格
別
美
味
し
か
っ
た
。

　

３
日
目
は
ロ
ッ
キ
ー
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
氷
原
で
す
。「
絵
に
書
い
た
よ
う
な
」

と
い
う
表
現
が
ピ
ッ
タ
リ
あ
て
は
ま
る

３
０
０
０
ｍ
の
峰
々
に
囲
ま
れ
た
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
の
湖
、
空
の
ブ
ル
ー
と
氷

河
、湖
の
キ
ラ
キ
ラ
ブ
ル
ー
、雄
大
な
風

景
に
言
葉
も
出
て
こ
な
い
。
と
に
か
く
、

ス
ケ
ー
ル
が
で
か
い
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷

原
で
は
、
タ
イ
ヤ
が
私
の
背
た
け
ほ
ど

あ
る
雪
上
車
に
乗
り
、
足
元
の
氷
の
厚

さ
は
３
０
０
ｍ
と
か
。
信
じ
ら
れ
な
い
。

　

４
日
目
～
５
日
目
は
、
さ
あ
ナ
イ
ア

ガ
ラ
の
滝
で
す
。
ア
メ
リ
カ
滝
と
カ
ナ

ダ
滝
（
ナ
イ
ア
ガ
ラ
）
の
２
つ
の
滝
が

ド
ー
ド
ー
と
流
れ
、
川
に
か
か
る
橋
の

右
と
左
が
米
国
と
カ
ナ
ダ
の
国
境
と

な
っ
て
い
る
。「
霧
の
乙
女
号
」で
滝
壺

に
接
近
す
る
が
、
し
ぶ
き
で
何
も
見
え

な
い
。
た
だ
頭
上
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
て
い
る
感
じ
。
岸
か
ら
進
む
船
を

な
が
め
て
い
る
方
が
ス
リ
リ
ン
グ
で
お

も
し
ろ
い
。
滝
の
周
辺
は
、
常
時
し
ぶ

き
で
視
界
が
悪
い
し
、
雨
具
が
な
く
て

は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
る
が
、
陽
が
さ
す
と

で
っ
か
い
虹
が
美
し
い
。
マ
イ
ナ
ス
20 

℃
の
冬
は
、
し
ぶ
き
が
ヒ
ョ
ウ
と
な
っ

て
ふ
り
そ
そ
ぐ
ら
し
い
。
考
え
る
だ
け

に
寒
々
と
す
る
。
夜
は
建
国
記
念
日
の

花
火
が
上
が
り
に
ぎ
や
か
に
美
し
く
興

を
添
え
て
い
た
だ
き
、
は
し
ゃ
ぎ
す
ぎ

て
税
関
の
恐
げ
な
お
っ
ち
ゃ
ん
に
皆
し

て
叱
ら
れ
、
一
時
シ
ュ
ン
と
な
っ
た
。

　

こ
の
研
修
で
更
に
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と

は
天
候
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
ガ

イ
ド
さ
ん
も
嫉
妬
す
る
ほ
ど
の
上
天
気

だ
っ
た
。旅
行
中
、何
事
も
な
く
無
事
み

ん
な
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
。そ
し
て
、カ
ナ
ダ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
と
大
ら
か
さ
に
驚
き
、同
時
に
日
本

の
良
さ
を
再
確
認
し
た
研
修
で
し
た
。

　

日
本
旅
行
の
添
乗
員
さ
ん
、
事
務
局

の
職
員
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
皆
さ
ん
も
一
度
は
訪
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
最
高
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

若
か
り
し
頃
よ
り
憧
れ
て
い
た
カ
ナ

ダ
は
本
当
に
本
当
に
美
し
い
町
並
み
、

花
、
雄
大
な
山
や
森
、
神
秘
的
な
湖
の

素
敵
な
国
で
し
た
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
レ
イ
ク
・
ル
イ
ー

ズ
、
バ
ン
フ
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ル

ズ
の
旅
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
湖

畔
の
ホ
テ
ル
は
、
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
の

井
上
さ
ん
が
こ
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
中
、

着
想
し
作
っ
た
♪
「
森
と
泉
に
…
…
」

♪
の
〝
ブ
ル
ー
・
シ
ャ
ト
ウ
〟
だ
と
い

う
事
を
帰
国
後
に
知
り
、
ま
さ
し
く
歌

の
と
お
り
の
景
色
で
し
た
。

　

ま
た
野
生
の
リ
ス
や
、
カ
ナ
ダ
で
も

数
が
減
少
し
遭
遇
す
る
事
が
少
な
く

な
っ
た
熊
、
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ア
ー
を
バ
ス

の
車
窓
か
ら
撮
影
し
た
り
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
氷
原
で
は
降
り
立
ち
、
ナ
イ
ア
ガ

ラ
で
は
船
の
先
端
で
滝
壺
近
く
の
爆
風

を
浴
び
た
り
と
超
大
自
然
を
満
喫
し
、

大
満
足
。

　

今
回
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
も
び
っ
く
り

す
る
位
各
地
で
「
い
つ
も
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
」
と
い
う
奇
跡
が
お
き
、
天

気
も
良
く
、
最
高
の
旅
で
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
か
ま
た
こ
の
地
を
踏
め
ま
す
よ

う
に
。
祈
。

　

研
修
旅
行
（
８
日
間
）
は
、
天
候
に

カナダ

１班

清
　
家
　
シ
ズ
カ

雅
　
義

宇
和
島
市

スイス・
イタリア
２班

垣
　
本
　
耕
　
一

君
代
美

愛
南
町
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恵
ま
れ
、
透
き
と
お
っ
た
青
い
空
と
白

い
頂
の
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
歴
史
を
感

じ
る
ミ
ラ
ノ
の
市
街
地
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
ゴ
ン
ド
ラ
乗
船
、
車
窓
か
ら
の
眺

め
に
「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
道
中
が

歓
喜
の
私
の
妻
で
し
た
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
で
「
日
本
よ
り

治
安
が
悪
い
」、「
チ
ッ
プ
や
ト
イ
レ
に

お
金
が
要
る
」な
ど
説
明
を
受
け
不
安
な

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、大
自
然

と
西
洋
文
化
に
ふ
れ
て
、一
生
の
思
い
出

に
な
っ
た
と
、
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ス
の
自
然
を
バ
ッ
ク
に
し
た

「
観
光
立
国
」
に
ふ
さ
わ
し
い
お
も
て

な
し
や
自
給
自
足
、「
地
産
地
消
」
の

取
り
組
み
が
国
を
あ
げ
て
徹
底
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
原
野
と
道
路
沿
い
が
気

持
の
よ
い
ほ
ど
手
入
れ
が
行
き
届
い
て

い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
は
、
建
築
物
や

時
計
台
と
橋
、
教
会
な
ど
長
い
歴
史
を

感
じ
る
建
物
で
し
た
が
、
余
計
に
マ

ナ
ー
の
悪
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
並
び

に
互
助
会
同
行
者
さ
ん
、添
乗
員
さ
ん
、

ま
た
、
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
職
場
の
関
係
者
や
家
族
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
て
の
海
外
旅
行
。
以
前
か
ら
主

人
に
誘
わ
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
、
同
僚
か
ら
是
非
行
く
べ
き
だ
と
強

く
プ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
退
職
の
記
念
づ
く

り
と
思
い
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
松
山

で
の
説
明
会
、
そ
こ
で
、
準
備
す
る
物

の
多
さ
と
ス
イ
ス
で
の
高
山
病
の
危
険

性
、
海
外
の
治
安
の
悪
さ
等
を
聞
き
、

気
持
ち
が
落
ち
込
み
も
し
ま
し
た
が
、

一
生
に
一
度
の
海
外
旅
行
と
思
い
直
し

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

ス
イ
ス
は
、
日
本
と
の
時
差
が
７
時

間
、
関
西
空
港
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
ま
で
約
11
時
間
半
。
初
め
て

の
長
距
離
飛
行
で
し
た
が
、
い
つ
の
ま

に
か
着
い
て
い
ま
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
は
、
緊
張
し
て
入
国
審
査
と
手

荷
物
検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
無
事
通

過
。
そ
の
後
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
ま
で
約
１
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
を
経

て
、
48
時
間
ぶ
り
に
や
っ
と
ホ
テ
ル
で

眠
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
日
間
観
光
。
ス
イ
ス
で

は
、
登
山
鉄
道
に
乗
り
ア
イ
ガ
ー
・
メ

ン
ヒ
・
ユ
ン
グ
の
山
々
を
、
終
点
の
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
展
望
台
で
は
高
山
病
の
心

配
も
な
く
、
素
晴
ら
し
い
氷
河
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
首
都
ベ
ル
ン
、

国
際
都
市
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
観
光
し
、
イ

タ
リ
ア
で
は
、
ミ
ラ
ノ
、
ヴ
ェ
ロ
ー

スイス・
イタリア
２班

酒
　
井
　
恵
　
子

一
　
行

宇
和
島
市

ナ
、
水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
都
市
を

見
て
異
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
激
し

ま
し
た
。見
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
食
事
、
ホ
テ
ル
も
日

本
人
観
光
客
に
慣
れ
て
い
る
場
所
が
選

定
さ
れ
て
い
て
言
葉
の
心
配
も
な
く
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
何

よ
り
天
候
に
恵
ま
れ
た
旅
行
で
し
た
。

　

帰
り
の
飛
行
機
で
は
、
主
人
と
来
年

も
ど
こ
か
行
き
た
い
ね
と
話
も
弾
み
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
旅
行
の
お
世
話
を

し
て
い
た
だ
い
た
添
乗
員
さ
ん
、
互
助

会
の
同
行
者
さ
ん
、
事
務
局
の
方
々
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
こ
が
れ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
。
一

生
テ
レ
ビ
や
写
真
の
中
の
景
色
で
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
た
、雪
の
ア
ル
プ
ス
や

水
の
都
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
の
旅
で
し
た
。

　

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
展
望
台
で
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
の
頂
を
間
近
に
、
冷
た
く
薄
い
空
気

スイス・
イタリア
２班

竹
　
田
　
和
　
代

哲
　
郎

宇
和
島
市

スイス・イタリア/職員研修事業2班
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に
触
れ
た
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
ゆ
ら
れ
て

運
河
を
巡
っ
て
い
る
自
分
を
感
じ
た
時

は
、
本
当
に
夢
の
よ
う
で
し
た
。

　

世
界
遺
産
ベ
ル
ン
の
赤
い
屋
根
の
街

並
み
。
ド
ゥ
オ
ー
モ
や
サ
ン
・
マ
ル
コ

寺
院
な
ど
、
息
を
の
む
よ
う
な
美
し
い

教
会
。
現
地
ガ
イ
ド
や
添
乗
員
さ
ん
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
築
き
、

そ
し
て
何
世
紀
に
も
渡
っ
て
守
り
受
継

い
で
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
歴
史
や

文
化
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た
毎
日
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
八
日
ぶ
り
に
見
た
日
本
の

す
べ
て
が
、な
ん
と
新
鮮
だ
っ
た
こ
と
。

ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
旅
行
を
終
え
、

日
本
の
風
景
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
に

あ
ら
た
め
て
気
付
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
身
近
な
伝
統
や
風
習
、
食
事
、
地

域
の
景
観
な
ど
大
切
に
守
り
、
子
ど
も

や
孫
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
、
と

思
え
た
研
修
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
四
国
中
央
市
よ
り
一
人
で
参

加
し
ま
し
た
が
、他
の
方
々
は
、ご
夫
婦

や
友
達
と
一
緒
の
参
加
で
し
た
。
は
じ

め
は
心
細
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
そ

の
思
い
も
皆
さ
ん
に
、
声
を
掛
け
て
い

た
だ
き
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。
千
歳
空
港

に
つ
い
た
頃
に
は
雨
が
降
っ
て
い
て
、台

風
22
号
の
影
響
も
ず
い
ぶ
ん
心
配
し
ま

し
た
が
、
旅
行
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
北
海
道
の
澄
ん
だ
空
気
・
広
い

大
地
・
山
の
木
々
の
紅
葉
・
知
床
の
海
や

野
付
半
島
の
ト
ド
ワ
ラ
な
ど
の
な
ん
と

も
い
え
な
い
風
景
が
素
敵
で
し
た
。

　

ま
た
、
網
走
監
獄
歴
史
館
の
見
学
で

は
網
走
監
獄
の
歴
史
を
知
り
、
胸
が
痛

む
思
い
が
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

囚
人
た
ち
が
北
海
道
開
拓
に
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、
私
自
身
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
五
日
間
の
旅
行
は
、
本
当

に
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
気
予
報
で
台
風
情
報
を
気
に
し
な

が
ら
、研
修
旅
行
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
松
山
空
港
に
到
着
。
参
加
者

の
方
達
と
羽
田
、
そ
し
て
新
千
歳
空
港

に
着
い
た
時
に
は
雨
が
降
っ
て
い
ま
し

た
。
夜
は
雨
が
降
っ
て
い
て
も
朝
に
な

る
と
曇
り
か
ら
晴
れ
と
天
候
に
恵
ま
れ

る
日
が
続
き
ま
し
た
。
知
床
観
光
船
も

乗
れ
る
確
率
が
低
い
と
聞
い
て
い
た
け

ど
乗
船
で
き
知
床
の
自
然
を
満
喫
し
、

摩
周
湖
で
も
神
秘
的
な
水
を
湛
え
た
姿

を
見
る
事
が
で
き
感
動
し
ま
し
た
。
お

み
や
げ
店
で
品
物
を
選
び
荷
物
が
増
え

る
と
同
時
に
美
味
し
い
食
事
に
体
重
も

増
え
ま
し
た
が
、
海
の
幸
、
山
の
幸
、

牧
場
の
幸
に
満
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、

温
泉
が
素
晴
ら
し
く
、
夕
、
夜
、
朝
と

３
回
の
入
浴
に
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！　

４
泊
５
日
の
研
修
が
短
く
感

じ
ら
れ
た
程
楽
し
い
毎
日
で
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
、
事
務
局
様
、
添
乗

員
様
、
楽
し
い
旅
行
に
し
て
も
ら
い
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、職
員
研
修
旅
行
（
北
海
道
）

に
妻
と
二
人
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。北
の
大
地
、北
海
道
。初
日
は
、

台
風
の
影
響
も
あ
っ
て
か
雨
模
様
で
し

た
が
、
空
港
か
ら
宿
泊
ホ
テ
ル
ま
で
バ

ス
で
移
動
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
特
に

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
日
目

か
ら
は
ず
っ
と
天
候
に
恵
ま
れ
、
気
温

も
暖
か
く
、
こ
れ
が
北
海
道
か
と
思
っ

た
く
ら
い
で
し
た
。
知
床
岬
、
阿
寒
湖

で
の
船
上
観
光
で
は
大
自
然
を
十
分
満

喫
。
網
走
監
獄
の
見
学
、
北
海
道
開
拓

の
歴
史
は
多
数
の
囚
人
の
犠
牲
の
上
で

北海道

３班

佐
　
藤
　
温
　
美

四
国
中
央
市

北海道

３班

二
　
宮
　
和
　
徳

早
　
苗

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

北海道

３班

柳
　
原
　
健
　
治

悦
　
子

西
条
市

北海道/職員研修事業3班
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成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
と
、
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
北
方
領

土
の
国
後
島
も
間
近
に
見
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る

国
後
島
。
あ
る
芸
能
人
で
は
な
い
が
、

「
北
方
領
土
返
還
よ
ろ
し
く
！
」
と
叫

び
た
く
な
る
思
い
で
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
に
同
行
さ
れ
た
皆
様
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
旅
行
中
、
妻

が
誕
生
日
を
迎
え
、
皆
様
方
が
祝
福
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。楽
し
い
思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。

　

北
海
道
を
満
喫
し
て
来
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
か
ら
離
れ
、
４
泊
５
日
と

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

た
だ
一
つ
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
。
初
日
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
で

い
き
な
り
の
バ
ス
ト
ラ
ブ
ル
（
ス
テ
ッ

プ
が
上
が
ら
な
く
な
り
）
で
す
。
代
替

え
バ
ス
を
待
つ
間
だ
ん
だ
ん
と
暗
く
な

り
ち
ょ
っ
ぴ
り
心
細
く
感
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
は
す
ば
ら
し
い
お
天

気
に
恵
ま
れ
、
雄
大
な
景
色
と
お
い
し

い
食
べ
物
に
満
足
で
し
た
。
車
窓
か
ら

眺
め
る
風
景
は
、
愛
媛
と
は
違
う
北
海

道
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
北
キ

ツ
ネ
牧
場
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
館
、
玉

ね
ぎ
の
コ
ン
テ
ナ
の
大
き
さ
と
数
、
牧

草
ロ
ー
ル
、
知
床
観
光
船
か
ら
眺
め
る

自
然
の
厳
し
さ
や
美
し
さ
、
摩
周
湖
は

雲
一
つ
な
く
す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
り
、

阿
寒
湖
で
は
世
界
一
の
マ
リ
モ
、
さ
け

の
遡
上
な
ど
初
め
て
見
る
も
の
ば
か
り

で
、
ど
れ
も
貴
重
な
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
「
カ

ニ
」
を
思
い
っ
き
り
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
「
最
高
の
思
い
出
に
残
る
北
海
道
旅

行
」
で
し
た
。

　

幸
運
と
好
天
に
恵
ま
れ
、
雄
大
な
景

色
と
時
間
の
中
で
、仕
事
の
事
は
忘
れ
、

正
に
命
の
洗
濯
が
出
来
ま
し
た
。

がん保険を福利厚生事業の一環として会員の皆様に６月中旬から下旬にかけて
ご案内いたしております。なお、詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

互助会の厚生事業のがん保険のご案内！！

がん保険
●募集代理店
　南海放送サービス（株）　
　〒790-0811 松山市本町１丁目２番３号
　フリーダイヤル （0120）11－1136

契約内容の照会・各種お問い合わせ　コールセンター（0120）－5555－95

◦引受保険会社
　アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）松山支社
　〒790-0003 松山市三番町４丁目９番地６ NBF 松山日銀前ビル5F　
　TEL 089-933-7103

北海道

３班

松
　
本
　
け
い
こ

西
予
市

　

層
雲
峡
の
そ
び
え
立
つ
絶
壁
の
景

色
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
十
分
に
浴
び

る
事
が
出
来
た
オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝
を

始
め
と
す
る
様
々
な
滝
、
網
走
監
獄
囚

の
悲
惨
さ
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
に
触
れ

た
り
、
極
寒
の
中
、
タ
オ
ル
が
棒
に
な

る
体
験
な
ど
、
貴
重
で
し
た
。

　

ま
た
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
青
々
と

し
た
摩
周
湖
を
見
る
事
が
出
来
、
知
床

岬
、
ト
ド
ワ
ラ
や
、
ウ
ト
ロ
・
阿
寒
湖

の
観
光
船
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
野
生
の
北
キ
ツ
ネ
や

蝦
夷
鹿
た
ち
に
も
車
窓
近
く
で
会
う
事

が
出
来
た
り
、
自
然
の
織
り
成
す
美
し

さ
に
、
感
動
し
続
け
ま
し
た
。

　

食
べ
物
も
お
い
し
く
、
夜
は
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
思

い
出
溢
れ
る
４
泊
５
日
で
し
た
。
こ
れ

は
、
事
務
局
の
方
、
添
乗
員
さ
ん
の
心

配
り
、
気
配
り
が
あ
り
、
バ
ス
ガ
イ
ド

さ
ん
、
運
転
手
さ
ん
達
の
お
か
げ
だ
と

感
謝
致
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
13
名
と
小
グ
ル
ー
プ
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
れ
、
本

当
に
素
敵
な
記
念
旅
行
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

北海道

３班

家
　
藤
　
八
重
子

西
予
市
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互 助 会 の 概 況
（平成25年度11月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数 現職会員数 15,089 人
 退職会員数 3,725 人
・被扶養者数  17,558 人
・平均給料月額 306,072 円

平
成
25
年
11
月
か
ら
加
入
・
変
更
と
な
っ
た

が
ん
保
険
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
６
月
～
７
月

に
、平
成
26
年
１
月
か
ら
加
入・変
更
と
な
る
共

済
グ
ル
ー
プ
保
険
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
８
月
～

９
月
に
か
け
て
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
拘
わ
り
ま
せ
ず
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

募
集
も
順
調
に
進
み
、
多
く
の
ご
加
入
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
が
在

職
中
の
み
な
ら
ず
退
職
後
に
お
き
ま
し
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
少
し
で
も
お
役
に
立

て
る
制
度
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
加
入
状
況
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

加　入　者 契　約　高 月額保険料

がん保険 会　　員 2,405 人 ― 7,715 千円

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団
体
定
期
保
険

組合員 7,331 人 131,706 百万円 40,191 千円

配偶者 1,363 人 6,655 百万円 2,190 千円

子　供 1,311 人 4,274 百万円 598 千円

計 10,005 人 142,635 百万円 42,979 千円

ボーナスコース 3,290 人 28,500 百万円 35,059 千円

療養給付プラン 1,864 人 153 百万円 3,368 千円

重
病
克
服

支
援
制
度

組合員 2,389 人 5,091 百万円 3,564 千円

配偶者 341 人 604 百万円 417 千円

計 2,730 人 5,695 百万円 3,981 千円

医
療
保
障
保
険

組合員 2,503 人 250 百万円 5,673 千円

配偶者 561 人 56 百万円 1,348 千円

子　供 605 人 60 百万円 668 千円

計 3,669 人 366 百万円 7,689 千円

積
立
年
金

月
　
払

一般型 535 人 1,533 口 3,066 千円

個年型 1,017 人 3,203 口 6,406 千円

計 1,552 人 4,736 口 9,472 千円

✿ 加 入 状 況 ✿ （平成26年1月1日現在）

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／大西 猛
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
等
の

募
集
結
果

今年の干支は午で、動物にあてはめると馬になります。
古代中国では方位や時刻を十二支に置き換え表現していました。午の方
位は南で、赤道と垂直に交差し北極と南極を結ぶ「子午線」は、北を表す子
（ねずみ）と南を表す午（うま）から来たものです。また、午の刻は昼の12時
及びその前後を２時間のことをいいます。そのため、昼の12時を「正午」とい
い、それを中心に「午前」と「午後」という言葉が生まれたといわれています。

干支の由来


